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③諸啓 典への 信仰 


參 諸 啓 典への 信仰とは： 次に 示す よう な 事柄を 確固と して 信じる こと です： 至高の アツ ラ 
一が その 預言者た ちと 諸 使徒に 対し、 しもべた ちへの 導きと して 諸々 の 啓 典を 下された 
という こと。 また それらが 真に アツ ラーの 御言 葉で あると いう こと。 そして そこに 含ま 
れる 内容が 疑念の 余地な く 真実で あると い うこと。 また 諸 啓 典には その 名が 知られて い 
ない もの も あり、 その 数は 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーの みが ご存知で あると いう こと。 

參 ク ルアー ンで 言及され ている 啓 典の 数： 

偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーは ク ルアー ンの 中で、 以下に 挙げる 諸 啓 典を 啓示され たこと 
を 明 ら かにされ ています： 

1— イプ フー ヒー ム （アブ フ ハム） の 啓 典。 

2 — トーラー： ムーサー （モー ゼ。 彼に 平安 あれ） に 下された もの。 

3 — ザ ブール （詩篇）： ダー ウー ド （ダヴ ィデ。 彼に 平安 あれ） に 下された もの。 

4 ー イン ジール （福音書） ： イーサ ー （イエス。 彼に 平安 あれ） に 下された もの。 

5 —ク ルアー ン： 全人 類を 対象と して ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 
に 下された もの。 

• ク ルアー ン 以前の 諸 啓 典への 信仰、 及び その 諸 規定に 則る ことの イス ラーム 的 見解： 

私たち は 偉大 かつ 在 厳な る アツ ラーが これら の 啓 典を 下さ れ たこと を 信仰し、 その 中に 
ある、 ク ルアー ンが 伝える 情報と』 致して いるよう な 正しい 情報に 関しては 信じます。 ま 
た 私たちは 諸 啓 典の 中の 改変 • 捏造され ていない 情報を 信じ、 破棄され 新たな 規定に 取っ 
て 代わられ たもので ない 限り、 満足と 従順 さを もって それらの 規定に 則ります。 また 諸 啓 
典の 内 名前が 知られて いない ものに 関しても、 全て ひっく るめ て 信仰し ます。 

參 トーラー、 イン ジール、 ザ ブールな どク ルアー ン 以前の 諸 啓 典は、 偉大なる ク ルアー ン 
によって 無効 化され 取って代わられました。 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ます： （3 D 

そして われら （アツ ラーの こと） は あなたに、 真実を もって （クノ レアー ン） を 下した。 
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それは それ 以前の 諸 啓 典を 確証し、 かつ 従属させる ものである。 ゆえに アツ ラーが 下さ 
れた もので もっ て 彼 らの 間を 裁 くの だ。 そ して あなたに 到来 した 真理を さ しおいて 彼ら 
の 欲望に 従っては ならない。 03 (ク ルアー ン 5 : 48 ) 

• 現在 トーラー、 イン ジールと 呼ばれて いるものは、 その 全てを アツ ラーの 預言者たち や 
使徒たち が 伝えた ものである と 言， こと は 出来ません。 というの も そこには 改変 や 捏造 
が 存在す るからで す。 例えば アツ ラーに 御子が 存在す ると か、 キリス ト 教徒に よる マル 
ヤム （マリヤ） の 子 イーサ ー （イエス） の 神格化と か、 創造主を その 荘厳 さに そぐ わな 
い 形に おいて 描写す る ことと か、 預言者た ちの 誹謗な どが そうです。 これらの 事柄は 退 
けられなければ ならず、 ク ルアー ンと スン ナ 1 に 確証の 裏 づけを 見出せる もの 以外は 信 
仰す るべき ではありません。 

參 啓 典の 民が 語る 啓 典の 話に ついては、 私たちは それを 真実で あると も 嘘で あると も 言い 
ません。 ただこう 言う のです： 「私たちは アツ ラーと その 諸 啓 典、 そして 諸 使徒を 信仰 
します。 」 そしても し 彼らが 真実を 語れば 彼ら を 嘘つき 呼ばわり する こと もせず、 もし 
嘘 偽り を 語る のな ら 信じる こと はあり ません。 

參 ク ルアー ン への 信仰と その 諸 規定に 則る ことの イスラー ム的 見解： 

ク ルアー ンは 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーが 最終 かつ 最良の 預言者で ある ムハンマド （彼 
にアツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） に 啓示した もので あり、 最終 かつ 最も 偉大、 そして 無 
謬で この 上ない 英知に 溢れた 啓 典です。 アツ ラーは それを 全てへの 明瞭な 説明と して、 そ 
して 万有への 導きと ご 慈悲と して 啓示され たのです。 

ク ルアー ンは 最良の 天使で ある ジブリール （彼に 平安 あれ） の 伝達を 介して、 最良の 被 
造 物で ある ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） に 啓示され、 かつ 人類史 上 
最良の 共同体に 下された 最良の 啓 典です。 また ク ルアー ンは 最良 かつ 最も 豊かで 修辞 的に 
優れた 言葉で ある 明瞭な アラビア 語で もって 下され ま した。 ゆえに 全ての 者は クル アーン 
を 信仰し、 それに 基づいて 行い、 その 作法に 則らなければ なりません。 アツ ラーは クル ア 
ー ンの 啓示 後、 それ 以外の ものに よるい かなる 行 V 、を お受 け 入れに なる ことがあり ません。 
また ク ルアー ンはア ツ ラーに よっ て 守護 さ れ ており、 あら ゆる 捏造 や 改変、 付加 や 欠損な 
どから 免れて いるので す。 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD 実に われら （アツ ラーの こと） は、 訓戒 （クル ア 
ーン） を 下した。 そして われらは その 守護 者な ので ある。 03 (ク ルアー ン 15: 9) 


1 訳者 注.： 「スン 十」 とは 預言者の 言行 や 彼が 認可した こと、 彼の 性格 や 容貌な どを 伝える 伝承の 書で、 
いわゆる 「ハ ディース」 と 同義語。 
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2 — 至高なる アツ ラーは 仰ら れ ました： flD そして それ （ク ルアー ン） は 万有の 主からの 啓 
示で ある。 （それは） 忠義なる 魂 （ジブリール） によって 下った。 警告 者と なるべく、 あな 
たの 心に。 明瞭な アラビア 語に よって。 03 (ク ルアー ン 26 : 192 — 195) 

• ク ルアー ンの アーヤ （章句） の 示す もの： 

ク ルアー ンの アーヤ には 全ての 事柄に 対する 説明が あり ます。 そ して それは 伝達 形 か あ 
るいは 要求 形の どちら かの 形を と ります： 

伝達 形には 2 種類 あり ます： 

1— 偉大 かつ 荘厳なる 創造主 ア ツ ラーと その美 名 及び 属性、 そ して その 行為と 言葉に 関す 
る 情報の 伝達。 

2 — 被 造 物に 関する 情報の 伝達： 例と して 天地 やアツ ラーの 玉座、 人間 や 動物、 無機物 や 
植物、 天国と 地獄、 諸 預言者と 諸 使徒 及び その 追随 者たち や 敵、 そして その 両者への 報い 
に関する 話な どが あります。 

一方 要求 形に も 2 種類 あ ります： 

1— アツ ラーの みに イ バー ダ （崇拝 行為） を 捧げたり、 アツ ラーと その 使徒に 従ったり、 
サラ ー （礼拝） や サウ ム （斎戒） を 行う ことな ど、 アツ ラーからの ご 命令に 関する もの。 

2 — アツ ラーに 対する シルク 2 の 禁止 や、 リバ ー （利子な どの 不法 商取引に よる 利益） や 醜 
行な どに 関する 警告な ど、 ア ツ ラーが 禁止され る こと に関する もの。 

參 私たちに 最良の 使徒を 遣わされ、 最後の 啓 典を 卜され、 私たちは 人類史 上 最良の 共同体 
とされた アツ ラーに こそ 全ての 賞讃と 感謝、 恩恵と ご 好意が あります： 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： （3D アツ ラーは 最良の 話 （ク ルアー ン） を 下された。 
それは （その 章句） が 互いによ く 類似し 繰り返される 啓 典で ある。 それは 主を 畏れる もの 
たちの 皮膚を 震え 縮め 上がらせ、 それから 彼らの 皮膚と 心を アツ ラーへの 想念へ と 和らげ 
容易く させる。 これ こそが アツ ラーの お導きで ある。 かれは お望みの 者を それでもって 導 
かれる が、 かれの 迷わされた 者には もはや 何も 導く ものは ない の だ。 03 (ク ルアー ン 39 : 


訳者 注. ： 「 4 . シルク」 の 項 参照。 
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23) 


2 — 至高の アッ ラーは 仰ら れ ました ： SD 実に アッ ラー は 信仰者た ちに 恩恵を 与えら れ た。 
(思い出す の だ、） かれは 彼らの もとへ、 彼ら 自身の 中から そのみ しるしを 読み聞かせ、 彼 
らを （不信仰から） 清め、 啓 典と スン ナを 教示す る 1 人の 使徒を 遣わされた ではない か。 
そして 実に それ 以前、 彼らは 明白な 迷妄の 中に あった の だ。 03 (ク ルアー ン 3: 164) 
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